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一般財団法人 積善会  十全総合病院ニュース

《病院理念》 《基本方針》
1. 地域に根ざした病院として、安心できる医療提供に努めます
1. インフォームドコンセントを徹底し、患者様の選択を尊重した医療をめざします
1. 患者様のプライバシーを尊重いたします
1. 知識と技術の向上に努め最善の医療をいたします
1. 優しさ思いやりを大切に心のこもった公平な医療をいたします

広報誌編集活動委員会■編集

十全看護専門学校

愛媛十全医療学院

愛媛十全医療学院附属病院【内科・整形外科】

医療法人 十全会 十全ユリノキ病院【精神科】
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総 合 福 祉 施 設　やすらぎの郷
介護老人福祉施設　ハートランド三恵
介護老人保健施設　リハビリステーション三恵荘
介護老人保健施設　希望の館
障害者支援施設　三恵ホーム
児 童 福 祉 施 設   十全保育園
児 童 福 祉 施 設   中萩保育園
総　合　福　祉　館　コミュニティハウス三恵
福　　 祉　　 館   恵海
養護老人ホーム  新居浜市立慈光園

あたたかい心、思いやりの心、私達は心の医療
を推進します。

生活能力の回復と維持を図っています。

理学療法士、作業療法士の育成
校是【博く学び、深く思い、厚く思いやる】

あたたかい気持ちとあつい心をもった看護師の
育成を図っています。

社会福祉法人 三恵会
子供から高齢者まで、幅広い世代へのお世話を
行っています。

医療・福祉  十全グループ

〒792-8586　愛媛県新居浜市北新町1番5号
TEL（0897）33-1818  ＦＡＸ（0897）37-2124

https://jyuzen.jp/ホームページアドレス

一般財団法人 積善会

環境負荷を抑えた植物油インキと
適切に管理された森林から生産さ
れた紙を使用しています。

移動図書館 青い鳥号

◎悪天候や特殊な事情により、運行を
　中止することがあります。

来院時間

お問い合わせは…

新居浜市立別子銅山記念図書館
TEL（0897）32-1911

午後3：10～3：50

来院予定日

患者さまの責務

良質で安全な医療を平等にうける権利

病気の診断・治療方針・今後の見込み
について十分な説明をうける権利

他院を含め他の医師の意見（セカンド
オピニオン）を求める権利

自分が受ける医療に参加し自ら決定す
る権利

診療上の個人のプライバシーについて
保護される権利

診療記録の開示を求める権利

医師が説明し同意した治療方針に協
力する義務があります。

自分自身の健康に関する情報はできる
限り正確にお伝えください。

院内の規則を守り、他の患者さまの治
療に支障を来たさないよう協力をお願
いします。

患者さまの権利
私たちは患者さまとのより良い信頼関係を
築くため、「患者さまの権利」を尊重します。
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病院敷地内 全面禁煙
トイレや人目につかないところでの喫煙は防
火管理上も大変危険ですので、喫煙はくれぐ
れもご遠慮ください。 皆様のご理解とご協力
を、よろしくお願いいたします。　　  病 院 長

所在地のご案内

交通の
ご案内

新居浜 IC から約 20 分、いよ西条 IC から約 20 分 
【 駐車場完備 272 台収容可能 】
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　ただいま新型コロナウイルスの感染対策を実施しております。ご不便、ご迷惑をおかけして
おりますが皆様のご理解、ご協力よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　 病院長　
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
２
０
２
３
年
は
卯
年
。
元
気

に
跳
ね
る
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
世
の
中
全

体
が
飛
躍
向
上
の
年
に
な
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
年
が
皆

様
に
と
っ
て
幸
せ
な
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
世
の
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
翻

弄
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
３
年
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
得
体
の
知
れ

な
い
病
原
体
と
し
て
政
令
に
よ
り
指
定

感
染
症
と
さ
れ
、
１
年
後
に
感
染
症
法

上
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に

分
類
さ
れ
た
の
で
す
が
、「
危
険
性
が
高

い
感
染
症
」で
あ
る
２
類
相
当
と
さ
れ
た

ま
ま
な
の
で
、
医
療
機
関
に
は
過
重
な

感
染
対
策
が
課
せ
ら
れ
た
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
第
６
〜
８
波
で
は
爆
発
的
な
感

染
拡
大
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
進
み
、
重
症
化
率
は
低
く
抑

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て

国
民
の
行
動
制
限
緩
和
が
進
め
ら
れ
る

中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
季
節
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
５
類
相
当
の
扱
い
に

な
っ
て
従
来
の
日
常
生
活
が
戻
っ
て
く

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
十
全
総
合
病
院
は
一
般
財
団
法

人
積
善
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
積
善
会

グ
ル
ー
プ
に
は
当
院
の
他
、
看
護
師
を
育

成
す
る
十
全
看
護
専
門
学
校
、
リ
ハ
ビ
リ

療
法
士
を
育
成
す
る
愛
媛
十
全
医
療
学

院
、
愛
媛
十
全
医
療
学
院
附
属
病
院
が

あ
り
ま
す
。
当
法
人
は
長
年
に
わ
た
り
、

医
療
人
を
育
成
し
な
が
ら
地
域
医
療
に

貢
献
し
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
本
年
１

月
１
日
付
け
で
積
善
会
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
国
連

が
提
唱
す
る「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

で
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
積
善
会
グ
ル
ー
プ
は

こ
れ
に
賛
同
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て

以
下
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１
．
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療

　
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
グ
ル
ー
プ
と

し
て
、
院
是「
誠
」の
精
神
を
守
り
、
心

の
医
療
の
実
現
に
邁
進
し
、
患
者
さ
ま

に
寄
り
添
っ
た
、
安
心
で
き
る
医
療
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
地
域
の
医
療
従
事
者
育
成

　
職
員
が
働
き
や
す
い
、
学
生
が
学
び

や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
グ

ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
て
、
次
世
代
の
地

域
医
療
現
場
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
環
境
に
配
慮
し
た
医
療

　
環
境
に
配
慮
し
た
医
療
提
供
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
地
域
の
環
境
負
荷
軽
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
．
地
域
社
会
へ
の
貢
献

　
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
グ
ル
ー
プ
と

し
て
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
医
療

講
演
会
、
参
加
型
医
療
実
習
の
開
催

な
ど
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
十
全
総
合
病
院
は
、
健
康

を
損
ね
て
し
ま
っ
た
方
に
と
っ
て
は
癒

や
し
と
安
ら
ぎ
を
提
供
で
き
る
オ
ア
シ

ス
で
あ
り
、
在
宅
社
会
復
帰
へ
の
自
信

と
勇
気
を
つ
け
て
い
た
だ
け
る
場
所
で

あ
る
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も

こ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
世
界

で
一
番
幸
せ
な
病
院
で
あ
り
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
27
回 

十
全
公
開

糖
尿
病
教
室
開
催

糖
尿
病
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

臨
床
検
査
技
師

　旭 

　真 

弓

　
去
る
11
月
８
日
〜
19
日
に
、
第
27
回
十
全

公
開
糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
為
、
展
示

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は「
災
害
に
備
え
て
」と
題
し
、
災
害
時
に
備
え
て
日
頃

か
ら
気
を
付
け
て
お
く
こ
と
や
、
用
意
し
て
お
く
も
の
な
ど
、
ま

た
、
災
害
時
の
過
ご
し
方
で
は
、
食
事
・
運
動
・
投
薬
な
ど
に
つ
い

て
の
ポ
ス
タ
ー
を
看
護
部
・
薬
局
・
栄
養
管
理
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
・
臨
床
検
査
科
か
ら
展
示
を
し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
と

共
に
、
冊
子
や
試
食
品
な
ど
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
る
も
の
を
用
意

し
ま
し
た
。
冊
子
等
の
減
り
具
合
か
ら
、
約
五
十
名
の
方
が
手
に

取
っ
て
い
た
だ
い
た
様
で
す
。

　
災
害
は
い
つ
訪
れ
る
か
分
か
ら
な
い
為
、
日
頃
か
ら
準
備
が
必

要
だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
し
た
。
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積善会グループ ＳＤＧｓ宣言
　私たちは国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」に賛同し、持続可能な社会の実現に向けた

積極的な取組みを行ってまいります。

２０２３年１月１日
積善会グループ　代表　松尾　嘉禮

ＳＤＧｓの達成に向けた取組み

地域に根ざした医療

　地域に根ざした医療グループとして、院是「誠」の精神を守り、心の

医療の実現に邁進し、患者さまに寄り添った、安心できる医療の提供

に努めてまいります。

【具体的な取組み】
・日本医療機能評価機構認定病院（十全総合病院） ・インフォームドコンセントの徹底

・医療安全管理指針の徹底 ・大学医学部との連携

・情報漏洩防止の徹底 ・福祉グループ法人と連携した医療、介護の提供

・コンプライアンスの徹底

・救急医療、訪問看護医療、リハビリテーション医療、予防医療の充実

・最新医療技術の採用やマイナンバーカードへの対応を推進

地域の医療従事者育成

　職員が働きやすい、学生が学びやすい環境を整えるとともに、グ

ループ一体となって、次世代の地域医療現場を担う人材の育成に努め

てまいります。

【具体的な取組み】
・グループ一体となった医療従事者の養成 ・ハラスメント禁止の徹底

・一般事業主行動計画（次世代育成支援、女性活躍推進）の公表

・育休、産休の取得推進 ・外部カウンセリングルームの設置

・安全衛生委員会の設置と目標設定 ・ＩＣＴ化で多様な勤務シフトに対応

・互換性向上による業務効率化と代務体制強化を推進 ・高齢者の延長雇用制度を整備

・施設リノベーションによるストレスレスな学習環境 ・リモート講義の活用

・学習設備の更新と先進的な教材の取入れ

環境に配慮した医療

　環境に配慮した医療提供や省エネルギーな取組みを推進することで、

地球温暖化防止に積極的に取り組み、地域の環境負荷軽減に努めてま

いります。

【具体的な取組み】
・廃棄物の分別徹底とリサイクル推進

・環境配慮型製品の積極導入（ペーパータオル、紙コップ、除菌シート、リサイクルトナー、インクカートリッジなど）

・節電の徹底（ＰＣのスリープモード励行、エアコンの適温設定など）

・プラスチック製品の使用量削減 ・情報管理の電子化

・ＥＶ車の導入

・個人情報が特定される紙媒体の廃棄方法変更（焼却→溶解）による再資源化とＣＯ₂排出量削減

地域社会への貢献

　地域に根ざした医療グループとして、地域住民を対象とした医療講

演会、参加型医療実習の開催などを通じて、持続可能な地域社会の実

現に貢献してまいります。

【具体的な取組み】
・地元事業所からの優先仕入れ ・地元学生の職場見学やインターンシップ受入れ

・地元人材の採用やＩターン、Ｕターン採用なども活用した地域雇用の創出

・住民を対象とした医療講演や参加型医療実習の実施 ・ＢＣＰ（事業継続計画）の策定

・自然災害時の地域復興支援 ・地域のスポーツ、芸術活動などへの協賛

　ＳＤＧｓと は、Sustainable Development Goals

（持続可能な開発目標）の略称で、2015年９月に国連

で採択された2030年までの国際目標。

　「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、持

続可能な社会の実現を目指しており、経済・社会・環

境などの分野で１７の目標と169のターゲットで構成

されています。

ＳＤＧｓとは



十全総合病院ニュース3 十全総合病院ニュース 2

積善会グループ ＳＤＧｓ宣言
　私たちは国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」に賛同し、持続可能な社会の実現に向けた

積極的な取組みを行ってまいります。

２０２３年１月１日
積善会グループ　代表　松尾　嘉禮

ＳＤＧｓの達成に向けた取組み

地域に根ざした医療

　地域に根ざした医療グループとして、院是「誠」の精神を守り、心の

医療の実現に邁進し、患者さまに寄り添った、安心できる医療の提供

に努めてまいります。

【具体的な取組み】
・日本医療機能評価機構認定病院（十全総合病院） ・インフォームドコンセントの徹底

・医療安全管理指針の徹底 ・大学医学部との連携

・情報漏洩防止の徹底 ・福祉グループ法人と連携した医療、介護の提供

・コンプライアンスの徹底

・救急医療、訪問看護医療、リハビリテーション医療、予防医療の充実

・最新医療技術の採用やマイナンバーカードへの対応を推進

地域の医療従事者育成

　職員が働きやすい、学生が学びやすい環境を整えるとともに、グ

ループ一体となって、次世代の地域医療現場を担う人材の育成に努め

てまいります。

【具体的な取組み】
・グループ一体となった医療従事者の養成 ・ハラスメント禁止の徹底

・一般事業主行動計画（次世代育成支援、女性活躍推進）の公表

・育休、産休の取得推進 ・外部カウンセリングルームの設置

・安全衛生委員会の設置と目標設定 ・ＩＣＴ化で多様な勤務シフトに対応

・互換性向上による業務効率化と代務体制強化を推進 ・高齢者の延長雇用制度を整備

・施設リノベーションによるストレスレスな学習環境 ・リモート講義の活用

・学習設備の更新と先進的な教材の取入れ

環境に配慮した医療

　環境に配慮した医療提供や省エネルギーな取組みを推進することで、

地球温暖化防止に積極的に取り組み、地域の環境負荷軽減に努めてま

いります。

【具体的な取組み】
・廃棄物の分別徹底とリサイクル推進

・環境配慮型製品の積極導入（ペーパータオル、紙コップ、除菌シート、リサイクルトナー、インクカートリッジなど）

・節電の徹底（ＰＣのスリープモード励行、エアコンの適温設定など）

・プラスチック製品の使用量削減 ・情報管理の電子化

・ＥＶ車の導入

・個人情報が特定される紙媒体の廃棄方法変更（焼却→溶解）による再資源化とＣＯ₂排出量削減

地域社会への貢献

　地域に根ざした医療グループとして、地域住民を対象とした医療講

演会、参加型医療実習の開催などを通じて、持続可能な地域社会の実

現に貢献してまいります。

【具体的な取組み】
・地元事業所からの優先仕入れ ・地元学生の職場見学やインターンシップ受入れ

・地元人材の採用やＩターン、Ｕターン採用なども活用した地域雇用の創出

・住民を対象とした医療講演や参加型医療実習の実施 ・ＢＣＰ（事業継続計画）の策定

・自然災害時の地域復興支援 ・地域のスポーツ、芸術活動などへの協賛

　ＳＤＧｓと は、Sustainable Development Goals

（持続可能な開発目標）の略称で、2015年９月に国連

で採択された2030年までの国際目標。

　「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、持

続可能な社会の実現を目指しており、経済・社会・環

境などの分野で１７の目標と169のターゲットで構成

されています。

ＳＤＧｓとは
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健
康
は
自
分
自
身
へ
の

最
高
の
贈
り
物

ほほえみ

医療メモ
ほほえみ

医療メモ

看
護
師

　原 

　靖 

子

　
健
康
管
理
科
の
役
割
は
、
健
康
で
長
生
き
を

し
た
い
と
い
う
皆
さ
ん
の
思
い
を
実
現
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
が
ん
等
の
早
期
発
見
・
生
活
習
慣

病
の
予
防
で
健
康
寿
命
を
延
ば
す
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
当
院
で
の
人
間
ド
ッ
ク
と
健
診
を
合

わ
せ
た
健
康
管
理
の
数
は
年
間
で
約
６
千
人
強
に

及
び
、
人
間
ド
ッ
ク
で
の
が
ん
発
見
率
は
０
．

６
％
で
、
全
国
平
均
の
０
．
２
％
よ
り
も
高
い
発

見
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た
利
用
者
様

は
、『
た
ば
こ
を
や
め
ま
し
ょ
う
』『
体
重
を
減
ら
し

て
く
だ
さ
い
』『
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
』な
ど
、
医
師

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
ま
す
が
、
長
年
の
生
活

習
慣
は
な
か
な
か
変
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
生
活
習
慣
を
変
え
た
い
け
れ
ど
、
自

分
で
は
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
方
の
た
め

に
、
人
間
ド
ッ
ク
健
診
情
報
管
理
指
導
士（
通
称
：

人
間
ド
ッ
ク
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）の
講
習
を
修
了

し
、
健
康
指
導
が
必

要
な
利
用
者
様
に
去

年
の
夏
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、「
体
重
を
10
㎏

減
ら
せ
た
の
よ
」や
、「
た
ば
こ
を
１
年
吸
っ
て
な
い

よ
」な
ど
、
頑
張
っ
た
利
用
者
様
か
ら
嬉
し
い
報
告

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
人
生
は
一
度
き
り
、
健
康
で
な
け
れ
ば
楽
し
め
ま

せ
ん
。
ど
う
ぞ
、
ご
自
身
に
健
康
と
い
う
最
高
の

贈
り
物
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
健
康
管
理
科
に
お

声
掛
け
下
さ
い
。

　（
注
）人
間
ド
ッ
ク
健
診
情
報
管
理
士
と
は
、
日
本

人
間
ド
ッ
ク
学
会
の
認
定
資
格
で
す
。

日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
は
、
厚
生
労
働
省
の
健
診
・

保
健
指
導
の
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
特

定
保
健
指
導
実
施
者
の
研
修
関
係
団
体
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
資
格
を
取
得
で
き
る
の
は
医

師
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
に
限
り
ま
す
が
、
当

院
の
健
康
管
理
科
の
看
護
師
は
、
人
間
ド
ッ
ク
健

診
情
報
管
理
指
導
士
の
講
習
を
修
了
し
、
そ
の
知

識
を
活
用
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）が
ん
発
生
率
は
２
０
２
２
年
３
月
発
刊
　
公

益
社
団
法
人
　
全
日
本
病
院
協
会
人
間
ド
ッ
ク
委

員
会
の『
２
０
２
０
年
度
人
間
ド
ッ
ク
に
関
す
る
調

査
報
告
書
』に
よ
る
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
の

感
染
対
策

ほほえみ

医療メモ
ほほえみ

医療メモ

看
護
師

　山 

川

　 

聖 

子

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
開
始
か
ら
３
年

が
経
ち
、
日
本
で
も
少
し
ず
つ
対
策
が
見
直
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
末
の
第
８
波
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
の
同
時
流
行
の
可
能
性
に
向
け
、
医
療
機

関
、
保
健
所
な
ど
の
ひ
っ
迫
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
万
全
の
備
え
が
必
要
で
す
。

　
世
間
で
は
全
国
旅
行
支
援
の
開
始
や
水
際
対
策

が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
観
光
地
を
中
心
に
感
染
拡

大
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に

向
け
て
、
私
達
に
は
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
感
染

予
防
対
策
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
基
本
的
な
感
染
対
策

① 

人
と
の
間
隔
は
で
き
る
だ
け
２
ｍ
あ
け
る

② 

会
話
を
す
る
と
き
は
真
正
面
を
避
け
マ
ス
ク
の

着
用

③ 

家
に
帰
っ
た
ら
ま
ず
手
洗
い
！
30
秒
間
を
意
識

し
親
指
の
付
け
根
、
指
先
、
手
首
も
忘
れ
ず
に
！

④ 

こ
ま
め
に
換
気

⑤ 

咳
を
す
る
と
き
は
特
に
注
意
！
　
　
　
　
　
　

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
ろ
う

⑥ 

発
熱
、
風
邪
症
状
が
あ
る
時
は
無
理
せ
ず
自
宅

で
療
養

※

プ
ラ
ス
α
で
で
き
る
こ
と

● 

感
染
者
が
多
い
場
所
へ
の
外
出
は
避
け
る

　
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
で
地
域
の
感
染
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
！

◆ 

自
宅
で
お
こ
な
え
る
感
染
対
策

● 

１
日
１
回
手
作
り
消
毒
液
で
ウ
イ
ル
ス
除
菌
！

　
窓
を
開
け
て
手
袋
を
着
用
、
消
毒
液
で
拭
い
た

後
は
水
拭
き
を
し
よ
う

　
水
１
ℓ
に
キ
ッ
チ
ン
ハ
イ
タ
ー
10
㎖（
キ
ャ
ッ
プ

に
約
０
．
４
杯
）ド
ア
ノ
ブ
・
机
・
椅
子
な
ど
。
携
帯

電
話
も
忘
れ
ず
に
！

◆ 
日
常
生
活
の
各
場
面
で
で
き
る
感
染
対
策

⑴ 
買
い
物
編

● 

一
人
ま
た
は
少
人
数
で
空
い
た
時
間
に
、
短
時
間

で
済
ま
せ
る

● 

商
品
へ
の
接
触
は
控
え
め
に

● 

レ
ジ
に
並
ぶ
時
は
前
後
の
ス
ペ
ー
ス
に
注
意
す
る

⑵ 

公
共
機
関
の
利
用
編

● 

会
話
は
控
え
め
に

● 

混
ん
で
い
る
時
間
帯
は
避
け
る

● 

徒
歩
や
自
転
車
も
利
用
す
る

⑶ 

食
事
編

● 

料
理
に
集
中
し
、
会
話
は
控
え
め
に

● 

食
事
中
以
外
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

● 

で
き
れ
ば
対
面
を
避
け
て
対
角
線
上
、
横
並
び

に
座
る

　
　
　
　
　
　
　（
出
典
）厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
よ
り

糖
尿
病
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

　薬
剤
師

　高 

橋

　 

佳 

子

　
令
和
４
年
10
月
28
日
㈮
14
時
00
分
〜
15

時
30
分
、
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
に
て「
知
っ

て
お
き
た
い
乳
が
ん
の
話
２
０
２
２
」と
題

し
て
、
十
全
総
合
病
院
外
科
顧
問
の
医
師

佐
々
木
章
公
、
臨
床
検
査
科
技
師
長 

泉
谷

美
和
、
放
射
線
技
師 

眞
鍋
佳
恋
に
よ
る
医

療
講
演
が
開
催
さ
れ
、
55
名
と
多
く
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
佐
々
木
よ
り
、
乳
が
ん
の
階
級
別

死
亡
率
、
外
国
と
比
べ
た
死
亡
率
、
乳
が
ん

の
年
齢
別
罹
患
率
、
乳
が
ん
の
発
生
機
序
、

乳
が
ん
の
自
覚
症
状
や
リ
ス
ク
因
子
、
セ

ル
フ
健
診
、
治
療
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
次
に
、
眞
鍋
よ
り
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
を
行
う
目
的（
石
灰
化
を
見
つ
け
る
）や
、

受
診
の
時
期
や
年
齢
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
泉
谷
か
ら
は
、
乳
房
超
音
波
検

査
に
つ
い
て
の
目
的
と
方
法
、
乳
腺
等
の

所
見
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
と
エ
コ
ー
検
査
の
併
用
を
勧

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
講
師
の
話
を
熱
心

に
聞
い
て
お
り
、
笑
い
や
積
極
的
に
質
問

す
る
方
も
み
ら
れ
た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
教
室

令
和
４
年
度 

医
師
講
演
会

新
居
浜
市
共
催

対
外
活
動
委
員
会
活
動
報
告

お
薬
飲
め
て
い
ま
す
か
？

　
お
薬
の
飲
み
忘
れ
、
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
お
薬
を
飲
む
こ
と
を
負
担
に

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
は
、
薬
を
続
け
る
た
め

の
工
夫
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
飲
み
忘
れ
を
防
ぐ
に

は
飲
み
忘
れ
な
い
環
境
作
り
が

大
切
で
す
。
例
え
ば
、
食
前
食

後
の
薬
は
食
卓
に
出
し
て
お
く
、

食
間
の
薬
は
ア
ラ
ー
ム
を
セ
ッ

ト
す
る
、
急
な
外
出
で
も
飲
め

る
よ
う
に
カ
バ
ン
に
も
入
れ
て

お
く
な
ど
、
薬
を
飲
む
こ
と
が

生
活
習
慣
の
中
に
自
然
に
入
る

よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
薬
の
種
類
が
多
い
場
合
は
、

主
治
医
に
相
談
し
て
、
一
包
化

や
配
合
剤（
複
数
の
成
分
が
一
錠

中
に
入
っ
て
い
る
）へ
の
変
更
も

お
す
す
め
で
す
。
服
薬
時
刻
が

複
雑
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
ら

揃
え
て
も
ら
う
と
シ
ン
プ
ル
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
変
え
る
こ
と
で
効
果
が

出
な
い
な
ど
変
更
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
主

治
医
・
薬
剤
師
に
確
認
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
患
者
さ
ん
自
身
が
薬

に
興
味
を
持
ち
、
作
用
を
よ
く

理
解
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
気
に
な
る
こ
と
は
主

治
医
・
薬
剤
師
に
き
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
お
薬
手
帳
を
１
冊
に

ま
と
め
て
、
い
つ
も
最
新
の
情

報
に
し
て
お
く
と
相
談
し
や
す

い
で
す
。

　
特
に
生
活
習
慣
病
の
薬
は
、

食
事
や
運
動
な
ど
毎
日
の
習
慣

の
中
で
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

お
一
人
お
一
人
に
合
っ
た
生
活
ス

タ
イ
ル
や
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し

て
、
無
理
な
く
適
切
に
薬
を
続

け
ま
し
ょ
う
。
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。

　
健
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や
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間
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ッ
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様

は
、『
た
ば
こ
を
や
め
ま
し
ょ
う
』『
体
重
を
減
ら
し

て
く
だ
さ
い
』『
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
』な
ど
、
医
師

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
ま
す
が
、
長
年
の
生
活

習
慣
は
な
か
な
か
変
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
生
活
習
慣
を
変
え
た
い
け
れ
ど
、
自

分
で
は
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
方
の
た
め

に
、
人
間
ド
ッ
ク
健
診
情
報
管
理
指
導
士（
通
称
：

人
間
ド
ッ
ク
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）の
講
習
を
修
了

し
、
健
康
指
導
が
必

要
な
利
用
者
様
に
去

年
の
夏
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、「
体
重
を
10
㎏

減
ら
せ
た
の
よ
」や
、「
た
ば
こ
を
１
年
吸
っ
て
な
い

よ
」な
ど
、
頑
張
っ
た
利
用
者
様
か
ら
嬉
し
い
報
告

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
人
生
は
一
度
き
り
、
健
康
で
な
け
れ
ば
楽
し
め
ま

せ
ん
。
ど
う
ぞ
、
ご
自
身
に
健
康
と
い
う
最
高
の

贈
り
物
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
健
康
管
理
科
に
お

声
掛
け
下
さ
い
。

　（
注
）人
間
ド
ッ
ク
健
診
情
報
管
理
士
と
は
、
日
本

人
間
ド
ッ
ク
学
会
の
認
定
資
格
で
す
。

日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
は
、
厚
生
労
働
省
の
健
診
・

保
健
指
導
の
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
特

定
保
健
指
導
実
施
者
の
研
修
関
係
団
体
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
資
格
を
取
得
で
き
る
の
は
医

師
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
に
限
り
ま
す
が
、
当

院
の
健
康
管
理
科
の
看
護
師
は
、
人
間
ド
ッ
ク
健

診
情
報
管
理
指
導
士
の
講
習
を
修
了
し
、
そ
の
知

識
を
活
用
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）が
ん
発
生
率
は
２
０
２
２
年
３
月
発
刊
　
公

益
社
団
法
人
　
全
日
本
病
院
協
会
人
間
ド
ッ
ク
委

員
会
の『
２
０
２
０
年
度
人
間
ド
ッ
ク
に
関
す
る
調

査
報
告
書
』に
よ
る
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
の

感
染
対
策

ほほえみ

医療メモ
ほほえみ

医療メモ

看
護
師

　山 

川

　 

聖 

子

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
開
始
か
ら
３
年

が
経
ち
、
日
本
で
も
少
し
ず
つ
対
策
が
見
直
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
末
の
第
８
波
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
の
同
時
流
行
の
可
能
性
に
向
け
、
医
療
機

関
、
保
健
所
な
ど
の
ひ
っ
迫
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
万
全
の
備
え
が
必
要
で
す
。

　
世
間
で
は
全
国
旅
行
支
援
の
開
始
や
水
際
対
策

が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
観
光
地
を
中
心
に
感
染
拡

大
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に

向
け
て
、
私
達
に
は
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
感
染

予
防
対
策
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
基
本
的
な
感
染
対
策

① 

人
と
の
間
隔
は
で
き
る
だ
け
２
ｍ
あ
け
る

② 

会
話
を
す
る
と
き
は
真
正
面
を
避
け
マ
ス
ク
の

着
用

③ 

家
に
帰
っ
た
ら
ま
ず
手
洗
い
！
30
秒
間
を
意
識

し
親
指
の
付
け
根
、
指
先
、
手
首
も
忘
れ
ず
に
！

④ 

こ
ま
め
に
換
気

⑤ 

咳
を
す
る
と
き
は
特
に
注
意
！
　
　
　
　
　
　

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
ろ
う

⑥ 

発
熱
、
風
邪
症
状
が
あ
る
時
は
無
理
せ
ず
自
宅

で
療
養

※

プ
ラ
ス
α
で
で
き
る
こ
と

● 

感
染
者
が
多
い
場
所
へ
の
外
出
は
避
け
る

　
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
で
地
域
の
感
染
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
！

◆ 

自
宅
で
お
こ
な
え
る
感
染
対
策

● 

１
日
１
回
手
作
り
消
毒
液
で
ウ
イ
ル
ス
除
菌
！

　
窓
を
開
け
て
手
袋
を
着
用
、
消
毒
液
で
拭
い
た

後
は
水
拭
き
を
し
よ
う

　
水
１
ℓ
に
キ
ッ
チ
ン
ハ
イ
タ
ー
10
㎖（
キ
ャ
ッ
プ

に
約
０
．
４
杯
）ド
ア
ノ
ブ
・
机
・
椅
子
な
ど
。
携
帯

電
話
も
忘
れ
ず
に
！

◆ 

日
常
生
活
の
各
場
面
で
で
き
る
感
染
対
策

⑴ 

買
い
物
編

● 

一
人
ま
た
は
少
人
数
で
空
い
た
時
間
に
、
短
時
間

で
済
ま
せ
る

● 

商
品
へ
の
接
触
は
控
え
め
に

● 

レ
ジ
に
並
ぶ
時
は
前
後
の
ス
ペ
ー
ス
に
注
意
す
る

⑵ 

公
共
機
関
の
利
用
編

● 

会
話
は
控
え
め
に

● 

混
ん
で
い
る
時
間
帯
は
避
け
る

● 

徒
歩
や
自
転
車
も
利
用
す
る

⑶ 

食
事
編

● 

料
理
に
集
中
し
、
会
話
は
控
え
め
に

● 

食
事
中
以
外
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

● 

で
き
れ
ば
対
面
を
避
け
て
対
角
線
上
、
横
並
び

に
座
る

　
　
　
　
　
　
　（
出
典
）厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
よ
り

糖
尿
病
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

　薬
剤
師

　高 

橋

　 

佳 

子

　
令
和
４
年
10
月
28
日
㈮
14
時
00
分
〜
15

時
30
分
、
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
に
て「
知
っ

て
お
き
た
い
乳
が
ん
の
話
２
０
２
２
」と
題

し
て
、
十
全
総
合
病
院
外
科
顧
問
の
医
師

佐
々
木
章
公
、
臨
床
検
査
科
技
師
長 

泉
谷

美
和
、
放
射
線
技
師 

眞
鍋
佳
恋
に
よ
る
医

療
講
演
が
開
催
さ
れ
、
55
名
と
多
く
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
佐
々
木
よ
り
、
乳
が
ん
の
階
級
別

死
亡
率
、
外
国
と
比
べ
た
死
亡
率
、
乳
が
ん

の
年
齢
別
罹
患
率
、
乳
が
ん
の
発
生
機
序
、

乳
が
ん
の
自
覚
症
状
や
リ
ス
ク
因
子
、
セ

ル
フ
健
診
、
治
療
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
次
に
、
眞
鍋
よ
り
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
を
行
う
目
的（
石
灰
化
を
見
つ
け
る
）や
、

受
診
の
時
期
や
年
齢
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
泉
谷
か
ら
は
、
乳
房
超
音
波
検

査
に
つ
い
て
の
目
的
と
方
法
、
乳
腺
等
の

所
見
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
と
エ
コ
ー
検
査
の
併
用
を
勧

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
講
師
の
話
を
熱
心

に
聞
い
て
お
り
、
笑
い
や
積
極
的
に
質
問

す
る
方
も
み
ら
れ
た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
教
室

令
和
４
年
度 

医
師
講
演
会

新
居
浜
市
共
催

対
外
活
動
委
員
会
活
動
報
告

お
薬
飲
め
て
い
ま
す
か
？

　
お
薬
の
飲
み
忘
れ
、
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
お
薬
を
飲
む
こ
と
を
負
担
に

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
は
、
薬
を
続
け
る
た
め

の
工
夫
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
飲
み
忘
れ
を
防
ぐ
に

は
飲
み
忘
れ
な
い
環
境
作
り
が

大
切
で
す
。
例
え
ば
、
食
前
食

後
の
薬
は
食
卓
に
出
し
て
お
く
、

食
間
の
薬
は
ア
ラ
ー
ム
を
セ
ッ

ト
す
る
、
急
な
外
出
で
も
飲
め

る
よ
う
に
カ
バ
ン
に
も
入
れ
て

お
く
な
ど
、
薬
を
飲
む
こ
と
が

生
活
習
慣
の
中
に
自
然
に
入
る

よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
薬
の
種
類
が
多
い
場
合
は
、

主
治
医
に
相
談
し
て
、
一
包
化

や
配
合
剤（
複
数
の
成
分
が
一
錠

中
に
入
っ
て
い
る
）へ
の
変
更
も

お
す
す
め
で
す
。
服
薬
時
刻
が

複
雑
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
ら

揃
え
て
も
ら
う
と
シ
ン
プ
ル
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
変
え
る
こ
と
で
効
果
が

出
な
い
な
ど
変
更
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
主

治
医
・
薬
剤
師
に
確
認
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
患
者
さ
ん
自
身
が
薬

に
興
味
を
持
ち
、
作
用
を
よ
く

理
解
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
気
に
な
る
こ
と
は
主

治
医
・
薬
剤
師
に
き
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
お
薬
手
帳
を
１
冊
に

ま
と
め
て
、
い
つ
も
最
新
の
情

報
に
し
て
お
く
と
相
談
し
や
す

い
で
す
。

　
特
に
生
活
習
慣
病
の
薬
は
、

食
事
や
運
動
な
ど
毎
日
の
習
慣

の
中
で
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

お
一
人
お
一
人
に
合
っ
た
生
活
ス

タ
イ
ル
や
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し

て
、
無
理
な
く
適
切
に
薬
を
続

け
ま
し
ょ
う
。
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一般財団法人 積善会  十全総合病院ニュース

《病院理念》 《基本方針》
1. 地域に根ざした病院として、安心できる医療提供に努めます
1. インフォームドコンセントを徹底し、患者様の選択を尊重した医療をめざします
1. 患者様のプライバシーを尊重いたします
1. 知識と技術の向上に努め最善の医療をいたします
1. 優しさ思いやりを大切に心のこもった公平な医療をいたします

広報誌編集活動委員会■編集

十全看護専門学校

愛媛十全医療学院

愛媛十全医療学院附属病院【内科・整形外科】

医療法人 十全会 十全ユリノキ病院【精神科】

●

●

●

●

●

総 合 福 祉 施 設　やすらぎの郷
介護老人福祉施設　ハートランド三恵
介護老人保健施設　リハビリステーション三恵荘
介護老人保健施設　希望の館
障害者支援施設　三恵ホーム
児 童 福 祉 施 設   十全保育園
児 童 福 祉 施 設   中萩保育園
総　合　福　祉　館　コミュニティハウス三恵
福　　 祉　　 館   恵海
養護老人ホーム  新居浜市立慈光園

あたたかい心、思いやりの心、私達は心の医療
を推進します。

生活能力の回復と維持を図っています。

理学療法士、作業療法士の育成
校是【博く学び、深く思い、厚く思いやる】

あたたかい気持ちとあつい心をもった看護師の
育成を図っています。

社会福祉法人 三恵会
子供から高齢者まで、幅広い世代へのお世話を
行っています。

医療・福祉  十全グループ

〒792-8586　愛媛県新居浜市北新町1番5号
TEL（0897）33-1818  ＦＡＸ（0897）37-2124

https://jyuzen.jp/ホームページアドレス

一般財団法人 積善会

環境負荷を抑えた植物油インキと
適切に管理された森林から生産さ
れた紙を使用しています。

移動図書館 青い鳥号

◎悪天候や特殊な事情により、運行を
　中止することがあります。

来院時間

お問い合わせは…

新居浜市立別子銅山記念図書館
TEL（0897）32-1911

午後3：10～3：50

来院予定日

患者さまの責務

良質で安全な医療を平等にうける権利

病気の診断・治療方針・今後の見込み
について十分な説明をうける権利

他院を含め他の医師の意見（セカンド
オピニオン）を求める権利

自分が受ける医療に参加し自ら決定す
る権利

診療上の個人のプライバシーについて
保護される権利

診療記録の開示を求める権利

医師が説明し同意した治療方針に協
力する義務があります。

自分自身の健康に関する情報はできる
限り正確にお伝えください。

院内の規則を守り、他の患者さまの治
療に支障を来たさないよう協力をお願
いします。

患者さまの権利
私たちは患者さまとのより良い信頼関係を
築くため、「患者さまの権利」を尊重します。
1.
1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

病院敷地内 全面禁煙
トイレや人目につかないところでの喫煙は防
火管理上も大変危険ですので、喫煙はくれぐ
れもご遠慮ください。 皆様のご理解とご協力
を、よろしくお願いいたします。　　  病 院 長

所在地のご案内

交通の
ご案内

新居浜 IC から約 20 分、いよ西条 IC から約 20 分 
【 駐車場完備 272 台収容可能 】

瀬戸内バス ……「十全総合病院前（ 広瀬 → 多喜浜線 ）」下車
　　　　　　　   「十全病院南口（ 今治 → マイントピア別子線 ）」下車
J R 予 讃 線  …… 新居浜（にいはま）駅下車、タクシーで約 10 分

《 お  車 》

《 バ  ス 》

《  J R  》

至 西条
至 多喜浜

至 松山
国 道 1 1 号 線

西ノ端
交差点

県道新居浜野田線

東城
交差点

至 松山

新居浜ICいよ西条IC

至 高松

至 高松

リーガ
ロイヤルホテル

滝の宮公園

新居浜駅

JR予讃線

至 元塚
一
宮
神
社

市役所

十全総合病院前

十全病院
南口

警察署

尻
無
川

国
領
川

N

楠
中
央
通
り

東
川

十全総合病院

十全
ユリノキ病院

三恵会

松 山 自 動 車 道至 松山 至 高松

十全看護専門学校
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11   ・25水 水

　ただいま新型コロナウイルスの感染対策を実施しております。ご不便、ご迷惑をおかけして
おりますが皆様のご理解、ご協力よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　 病院長　

新
春
の
ご
挨
拶

新
春
の
ご
挨
拶

一
般
財
団
法
人 

積
善
会 

十
全
総
合
病
院 

院
長

　中 

村

　
　寿

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
２
０
２
３
年
は
卯
年
。
元
気

に
跳
ね
る
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
世
の
中
全

体
が
飛
躍
向
上
の
年
に
な
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
年
が
皆

様
に
と
っ
て
幸
せ
な
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
世
の
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
翻

弄
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
３
年
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
得
体
の
知
れ

な
い
病
原
体
と
し
て
政
令
に
よ
り
指
定

感
染
症
と
さ
れ
、
１
年
後
に
感
染
症
法

上
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に

分
類
さ
れ
た
の
で
す
が
、「
危
険
性
が
高

い
感
染
症
」で
あ
る
２
類
相
当
と
さ
れ
た

ま
ま
な
の
で
、
医
療
機
関
に
は
過
重
な

感
染
対
策
が
課
せ
ら
れ
た
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
第
６
〜
８
波
で
は
爆
発
的
な
感

染
拡
大
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
進
み
、
重
症
化
率
は
低
く
抑

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て

国
民
の
行
動
制
限
緩
和
が
進
め
ら
れ
る

中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
季
節
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
５
類
相
当
の
扱
い
に

な
っ
て
従
来
の
日
常
生
活
が
戻
っ
て
く

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
十
全
総
合
病
院
は
一
般
財
団
法

人
積
善
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
積
善
会

グ
ル
ー
プ
に
は
当
院
の
他
、
看
護
師
を
育

成
す
る
十
全
看
護
専
門
学
校
、
リ
ハ
ビ
リ

療
法
士
を
育
成
す
る
愛
媛
十
全
医
療
学

院
、
愛
媛
十
全
医
療
学
院
附
属
病
院
が

あ
り
ま
す
。
当
法
人
は
長
年
に
わ
た
り
、

医
療
人
を
育
成
し
な
が
ら
地
域
医
療
に

貢
献
し
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
本
年
１

月
１
日
付
け
で
積
善
会
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
国
連

が
提
唱
す
る「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

で
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
積
善
会
グ
ル
ー
プ
は

こ
れ
に
賛
同
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て

以
下
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１
．
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療

　
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
グ
ル
ー
プ
と

し
て
、
院
是「
誠
」の
精
神
を
守
り
、
心

の
医
療
の
実
現
に
邁
進
し
、
患
者
さ
ま

に
寄
り
添
っ
た
、
安
心
で
き
る
医
療
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
地
域
の
医
療
従
事
者
育
成

　
職
員
が
働
き
や
す
い
、
学
生
が
学
び

や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
グ

ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
て
、
次
世
代
の
地

域
医
療
現
場
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
環
境
に
配
慮
し
た
医
療

　
環
境
に
配
慮
し
た
医
療
提
供
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
地
域
の
環
境
負
荷
軽
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
．
地
域
社
会
へ
の
貢
献

　
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
グ
ル
ー
プ
と

し
て
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
医
療

講
演
会
、
参
加
型
医
療
実
習
の
開
催

な
ど
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
十
全
総
合
病
院
は
、
健
康

を
損
ね
て
し
ま
っ
た
方
に
と
っ
て
は
癒

や
し
と
安
ら
ぎ
を
提
供
で
き
る
オ
ア
シ

ス
で
あ
り
、
在
宅
社
会
復
帰
へ
の
自
信

と
勇
気
を
つ
け
て
い
た
だ
け
る
場
所
で

あ
る
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も

こ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
世
界

で
一
番
幸
せ
な
病
院
で
あ
り
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
27
回 

十
全
公
開

糖
尿
病
教
室
開
催

糖
尿
病
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

臨
床
検
査
技
師

　旭 

　真 

弓

　
去
る
11
月
８
日
〜
19
日
に
、
第
27
回
十
全

公
開
糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
為
、
展
示

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は「
災
害
に
備
え
て
」と
題
し
、
災
害
時
に
備
え
て
日
頃

か
ら
気
を
付
け
て
お
く
こ
と
や
、
用
意
し
て
お
く
も
の
な
ど
、
ま

た
、
災
害
時
の
過
ご
し
方
で
は
、
食
事
・
運
動
・
投
薬
な
ど
に
つ
い

て
の
ポ
ス
タ
ー
を
看
護
部
・
薬
局
・
栄
養
管
理
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
・
臨
床
検
査
科
か
ら
展
示
を
し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
と

共
に
、
冊
子
や
試
食
品
な
ど
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
る
も
の
を
用
意

し
ま
し
た
。
冊
子
等
の
減
り
具
合
か
ら
、
約
五
十
名
の
方
が
手
に

取
っ
て
い
た
だ
い
た
様
で
す
。

　
災
害
は
い
つ
訪
れ
る
か
分
か
ら
な
い
為
、
日
頃
か
ら
準
備
が
必

要
だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
し
た
。


